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１．はじめに 

 一般国道 13 号大野目交差点改良事業は、山形市中心部の北東に位置し、1 日

5万台以上の交通量による慢性的な交通渋滞の解消を図るとともに、交通事故の

抑止、騒音や大気汚染等の環境改善を目的に交差点を立体化する事業である。5

～6年に及ぶ工事は、住民の日々の生活に多大な影響を及ぼすため関心の高いこ

とであるが、これまで工事計画を事前に公表し、意見や理解を求める試みはほ

とんど行われてこなかった。本稿は、事業化とともに進めてきた市民参画活動

(以下、ＰＩ)の中から、東北地方整備局では初の試みとなる工事計画に関する

市民参画(以下、工事計画ＰＩ)の取組みについて報告するものである。 

 

２．工事計画に関する市民参画の取組み（工事計画ＰＩ） 

（１）ＰＩの概要と工事計画ＰＩの位置付け 

 これまでＰＩは、上流の計画段階や構想段階で多数行われるよう

になってきているが、下流の利害関係人が明確な事業化段階におけ

る設計から工事着手に向かっては弱い状況にある。本事業のＰＩは、

既設交差点の利用制限に伴う道路利用形態変更への理解等、設計の

基本的内容を対象とした基本設計段階ＰＩを経て、より具体的な課

題を対象とする詳細設計段階ＰＩを実施した。詳細設計段階ＰＩで

は、広域的な意見収集とともに、地域住民を対象としてデザインワ

ークショップを開催し、高架橋のデザインや地下横断歩道の利便性

検討なども検討したが、特に関心の高かったのは工事計画の検討で

あった。 

 

（２）工事計画ＰＩの取組み 

 工事計画ＰＩでは、国・県・市が一体となって工事計画を立案し、

工事着手前に計画を広く公表するとともに、地域住民が持っている

不安を軽減するべく、広域的な道路ユーザーと地域的な視点の両方

に意見を伺いながら、計画を修正するプロセスを採用した。 

１）広く市民に意見を募集するための取組み 

  公表方法：工事計画パンフレットを製作し、ご意見箱(市内 19 箇所)に 

       置いたり、ホームページで公開した。 

  募集方法：ご意見箱への投函の他、メールやハガキで受付けた。 

  回答方法：意見に対する回答を冊子にまとめ、ご意見箱、ホームページ 

で回答を公開した。 
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▲図-1 位置図 

▲図-2 ＰＩの経緯 

▲図-3 ご意見箱とパンフレット 
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 ２）地域住民を対象とした取組み 

工事の影響の大きい沿道事業所を対象とした説明会を実施した他、デザイ

ンワークショップは、各組織(地域住民、学校関係者、警察関係者等)の代表

者を招聘して行った。工事期間中の国道 13 号は現交通同様に、上下線それぞ

れ 2 車線を確保するものの、車線や路肩幅員の縮小をせざるを得ないため、

交通容量の低下による渋滞が増長され、周辺の生活道路に今以上の車両の進

入が懸念される意見が多数だされた。 

 ①今でも朝夕のラッシュ時には、生活道路も渋滞しているのに、工事によ 

って通過交通が増えることに不安を感じている。 

 ②歩道がない通学路に進入する車両の増加が予想されるため、安全な歩道 

を確保してほしい。 

 ③通過車両は急速度で走行している。通学児童は今以上に危険が増す。 

 

（３）生活道路の実態調査と交通予測 

 周辺生活道路の交通の実状を把握する

ため、朝夕ピーク時の通学路を含めた範囲

で実施した。現況交通量と通学人数の関係

を図-4(朝ピーク 2時間)に示す。東地区で

は、児童 200 人が通う通学路に最大 385 台

の交通量が確認された。また、交通量調査

結果をもとに、工事中の車両増加量をシミ

ュレーションで推計し、要対策路線の抽出

を行った。 

 

（４）安全対策 

 安全対策が必要となった路線には、工事中の対策であるこ

とから、用地買収を伴う大規模な改良とはせず、道路用地内

での歩車道分離対策を行うこととした。 

①冬期の除雪作業に配慮して、脱着式ポールコーンの設置 

②視線誘導的歩車分離を目的としたカラー舗装 

③車両の速度低下を期待した簡易ハンプの設置 

④歩行者の少ない路線に誘導する対策 

これらの対策は、立体化工事が本格化する前段階で実施

し、歩行者の安全を確保する方針で合意が得られた。 

 

３．まとめ 

 工事計画ＰＩの取組みによって、広く工事計画の周知が

図られるとともに、地域住民が持つ不安を軽減でき、工事

に対する理解と協力意識の向上につながったと考えている。

積極的にＰＩを進めることで、比較的短期間で工事計画に

対する地域住民との合意形成を図ることが出来たことは、

円滑な事業推進に寄与できたものと考えている。 
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▲図-5 通過交通量と安全対策 

工事中の渋滞長の増加予測(上り方向) 

ワークショップの様子 

▲図-4 交通量３Ｄマップ(朝ピーク 2時間)
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